
 

2023 年度執行部スタート!! 組合員からの声を労働条件改善の第一歩に!! 
長く働き続けられる職場環境、働きがいのある労働条件の実現をめざします 

    
 5 月 24 日に開票が行なわれた 2023年度役員選挙で、医学部支部四役並びに会計監査員全員が

信任されました。6 月 20 日には医学部支部四役と各職場や職種代表の執行委員で構成した第１

回執行委員会を開催し、2023 年度執行部の活動がスタートしました。新型コロナウイルス感染症

の位置付けが 5類になったとはいえ、組合員の多くが医療従事者である医学部支部では状況によ

っては取り組みへの制限が必要となることが予想されます。しかし、その中でも各部会からの意

見を基に課題に取り組んでいきます。7月 18 日の第 2回執行委員会では 2023 年度医学部支部活

動方針、予算の検討を行ない、8月 4日に開催予定の定期総会の場で組合員の皆さんに議案とし

て提案し、議論していただきます。議案書は、定期総会 1週間前までに全員にお届けします。 

 2023 年度はこれまで中止や縮小を余儀なくされていた取り組みも感染対策を行ないながら再

開する予定です。組合の取り組みへの皆さんのご支援、ご協力をよろしくお願いします。 

    
        四 役 か ら の ご あ い さ つ  
    
支部長 石原 光浩 (医療技術部 病理技術部門 臨床検査技師) 

昨年度に引き続き熊本大学教職員組合医学部支部支部長に信任いただきました病理診断科（病

理部）臨床検査技師の石原光浩です。新型コロナ感染症による行動自粛のため、ここ 2、3 年組

合活動に影響がありましたが、組合員の皆様のご協力により、一定の活動成果を上げることがで

きました。今年度は、新型コロナ感染症が第 5類に移行したことにより、以前に近い活動ができ、

組合員同士の交流を深め、さらなる組合の活性化につながるものだと思います。 

 労働組合の活動は労働組合法で保障されています。私たちは、その保障されている権利をきち

んと理解し、実際に行使したいと考えます。机上の空論とならないように組合員の権利を守るた

めに、執行部一同、交渉などで最高の回答を引き出すべく努力をしてまいります。 

組合員の皆様が感じるお困り事は、病院の問題であると同時に、組合が解決すべき問題でもあ

ります。疑問を感じることがあれば、ぜひ、組合にご相談くださいますようお願い申しあげます。 

   

 
副支部長 中村 直子 (技術部 生命科学系技術室 技術専門職員)  
今年度副支部長としてご信任いただきました生命資源研究・支援センターに配属されております技

術専門職員の中村直子です。 

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが「5 類感染症」に引き下げられたとはいえ、

市中では感染発症する人が後を絶たない状況が続いており、医療関係機関で継続して慎重な対応が求

められている状態に変わりはありませんが、今年度は、皆様と直接交流できる機会を増やすことがで

きそうです。 

働く皆さんのお声を伺って大学へ届け、熊本大学が、働きやすい職場、長く働きたいと思える職場

に近づくようにお手伝いさせていただきたいと考えております。是非皆様のいろいろなご意見・ご要

望等をお聞かせ下さい。 

 

 

副支部長 村枝 奈美（看護部 東病棟 8階 看護師） 

 今年度、医学部支部副支部長に信任いただきました村枝奈美です。ご信任いただきありがとう

ございます。 

 2023 年度はコロナの感染症法上の位置付けが 5 類となり、これまで延期や中止となっていた

取り組みを再開し、皆様と直接交流できる機会が増える見込みです。人員不足や超過勤務等、様々

な問題の現状を組合にお寄せください。皆様がより働きやすい職場環境となるよう尽力したいと

考えております。組合員の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

書記長 國安 将和 (看護部 西病棟 5階 看護師) 

 昨年度に引き続き熊本大学教職員組合医学部支部の書記長を務めます看護師の國安将和です。

昨年度までコロナ禍で、組合の様々な行事を自粛せざるを得ず、懇親会やバスハイクなどのレク

リエーションを通して組合員同士の親睦を深めることができませんでした。 

 5 月からコロナ感染症の扱いが 5類となり行動自粛が緩和されたことで、感染対策を行ないな

がら以前のようにレクリエーションを再開できるようになりました。取り組みが決まり次第、赤

煉瓦や組合ニュースでご案内しますので、奮ってご参加ください。   

 今年度も給与問題などをはじめとして皆さんが働きやすい職場環境を目指して、活動を行なっ

ていきます。ご意見やご要望、不安に思っている事などがあれば、職場委員を通して、もしくは

医学部支部組合事務所まで直接お越し頂きご相談下さい。職場における組合員の数が増えれば、

それだけ私たちの声を使用者へ届けることができ、労働条件や職場環境の改善へとつながる早道

になると考えています。部署で組合に加入していない方がいらっしゃいましたら、是非組合加入

について声をかけて頂けると幸いです。  

 至らない点もあるかとは思いますが、 1 年間頑張りますのでよろしくお願いします。 

 

 

書記次長 山田 祐也 (医療技術部 リハビリテーション技術部門 理学療法士) 

 今年度、書記次長に信任いただきました医療技術部リハビリテーション技術部門理学療法士の

山田祐也です。 

昨年度まではコロナ禍の影響によりレクリエーションなどの開催が行なえていませんでした

が、今年度は引き続き感染症対策を行ないながらではありますが、懇親会やレクリエーションな

ど組合員間の交流ができる機会を再開していきたいと思います。 

 人員不足や超過勤務などの問題改善によりワークライフバランスの保たれた、組合員の皆様が

働きやすい職場環境を目指し活動していきたいと考えております。組合員の皆様のご意見・ご要

望を是非宜しくお願い致します。 
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